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当調査所（北19西12）の隣接地において，北海道大学構内を  

貫く北18条道路工事に先行した遺跡発掘調査が行なわれていま  

す。この発掘現場はク 東西南北のグリッドで区画され，グリッ  

ド縁には，深さ1．5m程度のトレンチが掘られています。この  

トレンチ面には写真にしめLた液状化跡が認められまLた。   

液状化とは，固まりをなしていた地層が急激に流動化するこ  

とを言いますが，具体的には地層を構成する粒子間の隙間を満  

たす水などの圧力が地震などにより高まり，粒子同士を結びつ  

けている力を越えた時に発生するものです。液状化を起こすに  

は，震度5以上の地震動が必要であることが知られています。  

液状化の痕跡は噴砂丘e砂脈などとして認められます。  

地点が加わり，現在21地点となっています（図参照）。   

これらの液状化が発生した時期は，地層中の火山灰の年代や  

地層に含まれる炭化物の年代および考古学的な編年から検討さ  

れます。これまでの結果では，2，000年前頃，】0世紀～18世紀  

中頃の間，19世紀中頃の3回の発生時期があったと考えられて  

います。このうち，最後の液状化は1834年に札幌周辺に被害を  

もたらした地震（マグニチュード（XI）推定6．4）によって発生  

したことが明らかにされています。このように，3回の液状化  

の発生は，震度5以上の規模の大きな地震が札幌付近を過去3  

回襲ったことをしめしています。   

当調査所でも，札幌圏の液状化調査を行なっています。この  

調査により，篠路の旧石狩川の川崖の自然路頭において液状化  

跡を発見tノています。また，当調査所隣接地の液状化跡は、10  

世紀～18世紀中頃の間に発生Lたことを明らかにしてきました。   

今後，液状化跡の有無の確認の地点数が増え，液状化の程度  

についての観察が進むと，札幌に規模の大きな地震をもたらし  

た地下の“なまず（活断層）”の正体もはっきりしてくると考  

えられます。札幌圏の地震防災対策には，これらの地道な調査  

の積み上げが必要と思われます。  

当調査所横の液状化跡（砂脈）  

幕の深さは1m   

当調査所隣接地のように，札幌付近の低地部では，土木建設  

工事に関連した遺跡発掘調査が，札幌市埋蔵文化財センターや  

市町村教育委員会などにより盛んに行なわれています。これら  

の発掘現場から，近年地震に関連Lたと思われる液状化跡が次々  

と発見されてきています。   

札幌付近における液状化跡の発見は，昨年度までは札幌中心  

部から北30条にかけての地域と丘珠地域の計13地点に限られて  

いましたが，本年度になり新たに札幌北部の篠路・屯田など8  札幌付近の液状化跡の発見地点（●）   



櫓前出で“北海道東山勉強会”現地検討会が開催   
大学■気象庁嘲公立研究機関・行政機関。民間コンサルタン  

ト会社たどで活火山に興味を持つ人達の集まりである“北海道  

火山勉強会（会長宇井忠実北海道大学教授）”は，平成3年に  

発足Lています。以来，道内の活火山についての基礎知識や活  

動現況についての勉強を通じて相互連携・相互向上を目指Lて  

きています。）さる9月14～15日には，碍前山山麓において当会  

の現地検討会が開催されました。これは，＋皿・昨年の－∧r一路線 昨  

年の駒ヶ岳に続く3回目の現地検討会になります。今回は道内・  

道外から約60名の方々が参加しました。   

1日目は，苫′ト牧市サイクリングターーミナルにおいて午後2  

時から5晦まで試験会が開催されました。最初の3講演は関前  

山に関するもので，まず，北海道大学大学院理学研究科地球惑  

星科学専攻DC3年の古川竜太さんが「碍前火山の地質．と超  

して｝ 9，000年前から活動が始まった将前LUの噴火史や噴火様  

式について講演されました。次いで，（財）砂防。地すべり技術  

センタ【の伊藤英之さんが「樽前火山砂防事業について」と題  

Lて、樗前J」の噴火史を振り返りながら現在進めている砂防事  

業や予測される災害について講演されました。さらに苫小牧測  

候所の志賀透さんが「碍前山の火山活動について一 と題して，  

現地観測結果に基づいた樽前山の活動状況について講演されま   

した。   

後半には，今回の現地検討会に参加Lた2名の外国人研究者  

による特別講演が行なわれました。まず，ハワイ大学のスティー  

ブセルフさんが1991年6月］－5日に大噴火Lたフィリッピソのピ  

ナツポ火山の火砕流の堆積過程について講演されました。次い  

で，ルーマニア地質調査所のイオアンセゲデ†さんがルーマこ  

7における新第三紀～第四紀の火山について講演されまLた。   

夜は，翌日の巡検説明や外国の火U」のスライドショウが行な  

われ，インターナショナルな議論が活発になされました。   

2日冒は樽前山の巡検が行なわれました。裾前山の降下火砕  

堆積物（苫小牧市高丘第2霊園内）や火砕流堆積物（大から沢  

源頭部）の露頭では，前ほ講演された古川さんが詳Lい説明を  

行いまLノた。厚さ数メ【トルにも及ぶ噴出物露頭の前で，参加  

者もそれぞれ自分の目でじっくり観察し，堆屑物のユニットを  

どこで区切るか，過去にどのような噴火があったのかなどあち  

こちで活発な論議がかわされました。また，支第湖畔のモーラ、ノ  

ブでは昼食をとりながら火砕流堆積物を観察Lました。巡検の  

最後は，苫小牧市錦岡のオートキャンプ場の上流で国が建設中  

の覚生川3号遊砂地の施設で，砂防事業の概要や遊砂地の特徴  

について北海道開発局の手代木隆二さんから詳しい説明があり  

まLた（写真）。   

樽前山の濁．地検討会は，樽前山の噴火を再認識し 火山災害  

をより軽減するための事業も着々と進められていることを理解  

させる2日間となりまLた。   

なお，資料集などの問い合わせは，北海道大学大学院理学研  

究科地球惑星科学専攻（地球惑星物責科学）内の事務局にお願  

いLます。  

覚生川遊砂地での現地検討会風景  

道，“新エネルギーー・口wカルエネルギ騰－ビジョン”蓮根討   

エネルギー資源に乏Lい我が国においては，エネルギーの安  

定供給の確保や効率的な使用を進める必要があります。一方，  

化石燃料の使用に伴う炭酸ガスなどによる地球温暖化などの地  

球環境問題の重要性が叫ばれています。このようなことから，  

化石燃料使用の合理化，石油代替エネルギーの導入促進が国家  

的な課題となっています。特に，本道では化石燃料（石油・石  

炭）に依存する割合（84％）が全国平均（73．8％）に比べ非常  

に高くなっています。  

このため，道では環境負荷の少たい太陽光・風力・廃棄物な  

どの新エネルギー・ローカルエネルギーの開発・導入の取り組   

みが，本道のエネルギーー供給の安定・自立的エネルギーの開発  

促進や本道の良好な環境を保全するために重要との視点から，  

それらの開発。導入の促進を図るための指針とLて，“新エネ  

ルギ【・ローカルエネルギ【ビジョン” を作成することとなり，  

現在策定の作業が進められています。   

当ビジョソは，新エネルギー・ローカルエネルギ【の利用形  

態や導入状況をわかりやすい形で提示L，その利用の促進を呼  

びかけようとするものですが，遺においては導入を促進するた  

めの指針として，市町村においては普及・啓発を望む際のマニュ  

アルとして，さらに国に対しては地域の様々な取り組みに対し  

て可能な支援を呼びかけるものとLて位置づけられています。   

当ビジョンの検討は，19名の委員による委員会（委員長落藤  

澤北海道大学工学部教授）によってなされており，平成10年1  

月中旬に確定されることとなっています。   

g  



ア廃り痴愈衆撰の地帯水研究事情  
Ⅶ海外研修報告，その2蘭  

水理地質科長 深見   浩司  

前号に引き続き，研修報告のアメリカ合衆国編です。   

合衆国では，最初に，コロラド州デンバー市で開かれた全米  

地下水協会≡E催の地下水シミュレーション講習会に参加しまL  

た。参加者は60名を越え，北米大陸以外からも筆者を含めて3  

名の参加がありまLた。2名で1台のパソコンを使用しながら，  

朝8時30分から夜9時30分までのハードスケジュールで行なわ  

れまLた（写真1）。  
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また，ニュージャージ→ 州では，井戸を掘削する（地下水を  

利甘する）際には，その利月］量に応じて賦課金的な費用を州政  

府に収めるとのことでした。このような対応は，州ごとに異な  

るようです。   

どちらの州でも，やはり，地下水汚染の問題には真剣に取り  

組んでいましノた。ルイジアナ州では，廃棄物処分場の建設にあ  

たり，地下水洒姦の観点から，建設の適否を判断できるような  

地図を作成LていまLた。ニュージャーージ】州では，ガソリン  

地、下タンクなど，地下水汚染を引き起こす可能性のある建築物  

の位置を地図におとし，地下水管理・利用を因っていまLた。   

このほか，オハイオ州コロンバスにある地下水協会本部も訪  

問LまLた（写真2）。この協会は，北米の地下水に関係する  

研究者，技術者，法人などが加入Lている組織です。地下水に  

関する多くの文献や資料がそろった図書室では，パソコンによ  

る所蔵資料の検索が可能でした。試しに地盤沈下や日本といっ  

た項目で検索を行なったところ，1970年代に本州地域で発表さ  

れた論文が数多く検索され，資料がかなり充実していることが  

うかがえまLた。  

写真1 地下水の講習会場   

講習会は，合衆国地質調査所で開発されたModnowという  

地下水位予測モデルに関するものでLた。しかし，講習の中心  

テーー‾7は地下水汚染であり，水位予測モデルから得られた水位  

変動から化学物質の移動を予測して．どのような対策をたてる  

かという演習が数多く行なわれまLた。   

講習会の後，合衆国南部のルイジ7ナ州地質調査所と東部の  

こユ→ジャージー州地質調査所を訪問しました。′ これらのとこ  

ろでは，地下水の管理・利用システムの状況やその運用につい  

て調べることができました。地下水モニタリングは，ルイジア  

ナ州では合衆国地質調査所の水資源局の地域事務所が，ニュー  

ジャージー州では州調査所が担当していまL．た。地下水位や地  

下水揚水量の取りまとめをこれらの調査所で行なっています。  

それらの資料をもとに，地下水利用者を含めた地下水利用委員  

会という組織でク 今後の地下水利用方針や，保全対策を決定し  

ています。水質を保全するための人工洒養も取り入れていると  

のことです。   

この他F水利用委員会は全米各地に存在Lます。ルイジアナ  

州バトンルージュ市域の委員会事務局を訪問Lた際には，多く  

の地域の委員会のニューズレターを見せてもらうことができま  

した。それらを参考にすると，各地の地下水利用委員会はいく  

つかの行政区域にまたがっているようで，山一種の地下水域か地  

下水区といった概念によって整理されていることがうかがわれ   
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写真2 地下水協会本部   

行く先々で感じたことですが、北米大陸では，地下水は重要  

な地域水資源としてとらえられており，このため，地下水汚染  

についても多くの機関で調査・研究が行なわれていました。ま  

た，地F水のモニタリングについては，州や国の研究機関が担  

当していました。地下水の利用に関しても，地域ごとに委員会  

組織をつくり，モニタリング結果を反映させながら，利用計画  

を作成LていまLた。地下水に関する法体系や考え方が異なる  

日本でそのまま運用することばたかなか困難でLようが，参考  

になるものでした。  （おわり）   



「道立試験研究棟問おもL．ろ祭り」盛況に終了   

道内の試験研究機関の研究内容や成果を広く道民に紹介する  

「’97道立試験研究機関おもしろ祭り」が，さる9月3日にサッ  

ポロファクトリーホール（札幌市北2東3）で開催されまLた。  

今年のメインテーマは“確かな未来へ科学探険・技術発見”  

であり，計14機関が参加Lました（。広々とLた展示スペーースの  

もとで，大人から子供まで多数の来場者があり，盛況のうちに  

終了しまLた。   

当調査所でほ，“北海道沿岸の海を探る”をテーマとし，海  

底地形り藍質はどのような機器で，どのようにして調べるのか？  

を中心に組み立てまLた。会場では，衛星画像による北海道周  

辺の水温分布などのパネル展示，水中ビデオカメラ（RO＼り  

による映像デモ，海底面の様子を調査するサイドスキャンソナ【  

（音波により海底地形を広範囲にとらえる機器）などの展示を  

行ない，来場者には研究職員がマンツ肌マンで説明にあたりま  

した（写真）。   

道内試験研究機関の公開講座は昭和61年に第1回が開催され，  

平成3年から“おもLろ祭り”とLて発展してきています。今  

年は，一般展示の他に科学実験教室（6機関参加）も閃かれま  

した。当調査所は“粒度分析をやってみよう”と超して，粒度  

区分の漂本を作成してもらうことで、粒径により紺礫。細粒砂。  

粘土と呼び名が変わることを体験してもらいまLた。   

また，今年も展示パネルの中にヒントがあるクイズが行なわ  

れ 解答者全員に各機関からの記念品が進呈されました。当調  

査所からは砂の標本を提供Lています。   

来年度の開催地は道央圏となっています。当調査所でも，今  

年の展示等の反省点やアンケ椚卜結果などをもとに，さらに充  

実した企画で参加Lたいと考えています。  

“おもLろ祭り”の会場風景  

「おたるマリンスウ鵬ル」夏休みの思い出に   

さる7月29日，小樽市主催の「おたるマリンスク【ル」が昨  

年に引き続いて当調査所海洋科学研究センターにて開催されま  

した。この催しは，海の街小樽の子供たちに体験航海や海洋実  

験を通じて海への興味や海の大切さを学んでもらうことを目的  

に毎年開催されています。当日は小樽市内の小学生約70名が当  

セソクーに集合L，海洋に関する様々な室内実験を行なった後，  

実際に船で海に出る体験航海を実施しまLた。   

午前中に庁舎内で行なわれた室内実験では，子供たちに4グ  

ル【プに別れてもらい，1）海流ビンの作鼠，2）海水から塩の作  

風 3）小樽の海底の堆積物の粒度分机 4）海水の汚れ具合の識  

別と微生物の顕微鏡観察といった4つの実験を順番に行なって  

もらいました。昨年は当センターでは初めての試みであったた  

めに，時間が足りずに駆け足で終わらせたグループもいくつか  

見られました。そこで今年は実験の数を絞り，説明iこかける時  

間をより多くして，子供たちが少Lでも理解Lやすいように計  

画しました。   

午後の「体験航海」では，観光遊覧船“おたもい号”に乗船  

し，祝津岬からオクモイ沖にかけて広がる勇壮な断崖絶壁を海  

から観賞Lてもらいました。この体験航海の間，午前中に作成  

した海流ビンを子供達全員で海に投入しまLた（海流ビンのい  

くつかば，銭函海岸周辺で拾われ，連絡用の返信葉書が海洋地  

学部に届いています）。前日からの低気圧で海面に波があった  

ものの，体験航海中は午前中から降っていた雨も上がり，楽L  

い航海をすることができまLた。   

このような体験が子供たちにとって夏休みの楽Lい思い出に  

なったことは，私達にとっても喜びであります。海洋科学研究  

センターが小樽に開設されて2年，地元に定着した試験研究施  

設になりつつあると実感Lているところです。   
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